
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伝習館の生徒としての自覚と誇りを持ち、今年一年間伝習館で学んでいく上での基本姿勢を身に

付けさせることを目的として、「総合的な探究の時間」に伝習学Ⅰ「同窓会長との座談会」、伝習学Ⅱ

「卒業生座談会」を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D-Steam-進路探究通信 vol.1 
発行日：令和６年７月１８日（木） 進路指導部・学年部 

 
D-Steam とは？ 
本校では STEAM 教育の視点から「総合的な探究の時間」を軸として自ら主体的に社会課題

に取り組み、自己理解・他者理解を深め、社会を変革する気概をもって学び続ける生徒を育成す

ることを目標の一つとしています。主な取り組みは次の通りです。 

○教科横断的で文系・理系の枠にとらわれない文理融合型の課題研究 

○進路目標を設定し、大学で学ぶ意義を見出した上でその実現に取り組む進路探究学習 

そのような取り組みを促す教育活動全体を総称して、「D-Steam」と呼んでいます。 

※STEAM 教育とは科学 SCIENCE, 技術 TECHNOLOGY, 工学 ENGINEERING，芸術・

人文学・教養ARTS, 数学 MATHEMATICSの５つの領域の学びを活性化し、科学技術リテラ

シーを高めて、現代社会に応用できる知識や技能を促す教育のアプローチのこと。 

この「D-Steam－進路探究通信」を通して、その活動を紹介し、また進路意識の啓発を行いま

す。 

 

 

伝習学Ⅰ「同窓会長との座談会」５月１日実施 

～伝習館高校の歴史と本校で学ぶ意義～ 

３年生３名がコーディネーター、パネリストを

務め、立花民雄同窓会長と本校で学ぶ意義に

ついて考えました。創設者立花鑑賢藩主の人

格、心を磨く教育を実践した安東省菴先生、

伝習館掲示の教えなどについて学び、伝習館

の名前の由来、論語の「習わざるを伝へし

か」を含む一節を全員で素読しました。 

伝習学Ⅱ「卒業生との座談会」６月１２日実施 

～ザ・大学のリアル～ 

２年生２名がコーディネーターを務め、卒業生

３名（大学３年生）を招き、高校で学んだこと

が大学での学びにどうつながるかという話

を聴きました。大学に入学後、視野が広がる、

また逆に的が絞れるなど学びは継続される

ことがわかりました。高校時代にしっかり調

べておくことが重要だということです。 



【1 学期の取り組み】 

「課題研究」 問いを立てる 

 学問系統別のグループに分かれ、研究テーマの決定、研究

手法の検討を行いました。単なる調べ学習とは異なり、自ら

問い（仮説）を立て、実験・調査を通して、明らかにしていき

ます。また、この課題研究を通して、自らの学びたい内容が

分かった状態で、適切に進路決定・進路実現できる力を育

成することをゴールにしています。 

【今後の取り組み】 

・夏休み期間を使って、調査・実験を行っていきます。 

・調査結果をレポート・スライドにまとめ、グループ内での発

表を行います。 

進路講演会を２回実施 
ベネッセコーポレーション・北九州予備

校より講師を招き、受験生としてやる

べきことを具体的に学びました。 

4/12 「自立と協働の体験活動」 
柳川の歴史的名所などを見て・歩く活

動を行い、郷土愛を育むとともに、ク

ラスの友達の新たな一面を知るきっ

かけとなりました。 

オープンキャンパスへの参加 
夏休みは、オープンキャンパスに参加

し、自らの目や耳で、様々な情報や実際

の大学の雰囲気を感じ、進路意識を高

めていきましょう。 
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 ～令和５年度「進路の手引き」合格体験記より抜粋～  

  

【1 学期の取り組み】 

「自分史」の作成を通じた自己理解 

 これまでの人生を振り返り、今の自分をつくり上げた軌跡

を改めて確認しました。自分は「何者なのか」を振り返るこ

とで、今後の「進路研究」や「課題研究」などの原点になる活

動をすることが出来ました。また、「自分史」をクラスメイト

と共有することで、他者理解を進めることができ、さらにク

ラスの親睦を深める機会にもなりました。 

【今後の取り組み】 

 １学期の「自己理解」をベースに、夏のオープンキャンパス

や体験活動の調査などを行い、具体的な進路研究を進めて

いく予定としています。 

【１学期の取り組み】 

○第一志望宣言（志望理由書）を書く 

スタディサプリの動画を視聴し、志望理由書の書き方を学

びました。さらに志望大学のアドミッションポリシー、学部学

科研究を調べ、自身が経験した学び（課題研究など）を振り

返りつつ、志望理由書にまとめました。「第一志望宣言」は単

に志望大学を決定するだけでなく、そのプロセスを重視し、

志を高く持ち続けることを目的としています。 

【今後の取り組み】 

「入試直結型」（推薦・総合型選抜試験対策）と「進路研究深

化型」（一般入試対策）「小論文学習型」に分かれ、進路探究

学習に取り組みます。 

※写真は課題研究のテーマ発表 



【１・２年共通】 

７月２６日（金）到達度テスト（国・数・英）を実施します！！        

現在の既習範囲の習得状況を把握・分析し、定着させることが目的です。          

すぐに結果が出るので弱点を把握し、夏季休業中の学習に役立ててください。                   

なお、テスト結果に応じて連動課題（動画）が配信されます。確実に取り組み、              

フォローアップをしましょう。 

到達度テスト（英数国）→連動課題（動画）＋確認テストに取り組む                

→既習事項の定着 このサイクルを確立させよう！ 

 

                                         

 

 

 主体的な学習態度を身に付けるために本年度よりスタディサプリを導入しました。１学期の活用

はいかがだったでしょうか？今後さらなる活用を促していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順①日程、形態の確認 
まず、志望する大学がどういう日程で、どういう内容、形態

でおこなわれるのか調べましょう。複数のキャンパスがある大

学は、興味のある学部がどのキャンパスなのか調べておくこ

と。また、大学によって事前申込が必要な場合もあるので、要

注意です。 

手順②知りたいことをピックアップしておく 
あらかじめ、学部・学科のアドミッションポリシーや学問内容、

その大学にしかない特色、教授陣の専門内容などチェックして

おき、知りたい内容や、疑問をピックアップしておきましょう。

オープンキャンパスは、現役大学生やスタッフに直接質問でき

る数少ない機会です。積極的に疑問点をぶつけてみましょう！！ 

手順③振り返り、志望理由を再構築する 
事前に調べたことや、参加して確認できたことなどをまとめておき、今後の進路学習に役立ててくださ

い。これを機に志望校への志望理由を明らかにすること、他の未知の大学にリサーチを広げてみることも

悔いのない志望校選択には大事なことでしょう。調べた大学の入試科目や難易度なども頭にいれておく

と、今後の学習に役立ちます。 

 

【１年生の取り組み】 

主として国語・数学・物理で動画や課題を配信しています。他にも自分で積極的に

取り組んでいる生徒もいます。 

現在、学年全体で動画視聴数５３２本、課題テスト完了数３，３４４です（７/11 現

在）。今後も積極的に取り組みましょう。 

【２年生の取り組み】 

これから、難関、スタンダード、ベーシックに分けて課題配信を始めます。国・数・英

中心です。他にもスタディサプリには６教科１９科目、動画２万本以上が準備されて

います。自分に合った講座を見つけて取り組み、志望校合格への学力を身に付けて

いきましょう。 

 

※写真はイメージです。 



 
１，２年生は７月に校外実力テストを受けました。受けた後の感触はいか

がでしたか？模試は実力を測定するためのものですが、実は受験後の活

用でその価値が大きく高まります。効果的な復習をして、次の模試に備え

て下さい。 

１ 解答・解説は知識の宝庫～１回目の復習～ 
 まず、1回目の復習は受験直後です。記憶が新しいうちに再現答案を作
り、解答・解説を熟読しながら答え合わせをしておきましょう。ファイリング

する、ノートを作るなど各自モチベーションが上がるための工夫をしてお

くことがポイントです。 

２ マナビジョンのWEB解説を活用する 
 マナビジョンには利用価値の高いコンテンツが準備されています。ＷＥ
Ｂ解説を利用すると効果的に弱点分野の復習ができるので大いに活用し

てください。また、事前に目標点や志望校を入力しておくとモチベーションが上がります。日常の記録も入力

できるのでポートフォリオとしての活用も可能です。 

３ 答案返却後にもう一度見直す 
 成績表、答案返却時には、自分が書いた採点答案が返却されます。一度目の復習で気づかなかったミスや、
減点されている部分をよく見直すことが大切です。共通テストに対応するための新傾向問題も出題されてい

るので、ポイントをつかみ、次の模試に備えて下さい。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者として心がけたこと～本当に大切なことは何か～ 

息子は今春無事に志望校へ合格し、遠い地で初めての一人暮らしに期待と多少の戸惑いを抱きながら過ごし

ているようです。（中略） 

高校時代というのは子供から大人へ変化していく多感で繊細な時期のため周囲からの何気ない言葉にも過剰

に考え過ぎたり傷ついたりする傾向にあり、一番そばにいる親からの言葉となると尚更のため、出来るだけ進学

に関しては相談がない限りは自分の好きなようにいいよと伝えていました。あまり口には出さない子でしたが、

高校入学後色々なプレッシャーはあったかと思います。 

精神面で追い込まれることが無いよう受験はあくまでもゴールではなく通過点であること、たとえ失敗したと

しても何度でもやり直せることを伝えていました。目標に向かって頑張るのはとても大事なことではありますが、

それが全てと思い込むことが無いように普段から声掛けをして、受験に向けて出来るだけリラックスできる環境

を作るように心がけました。 

親は子供の幸せな将来を願うあまり色々と言いたくなるものですが、長女が高校時代病気を患い通学を諦め

ざるを得なかった経験もあり、原点に立ち返ると毎日健康で無事に家に帰ってきてくれる事がどんなに奇跡的で

有り難いことなのか思い知らされました。 

３年間元気に通学してくれた息子や支えてくださった先生方、そして本当に大切なことは何か気づかせてくれ

た長女にも感謝したいと思います。 

受験を通して伝えたいこと～「復習は命」～  九州大学文学部合格 

勉強の仕方は人それぞれですので、私がお伝えする勉強法の中で、自分にあってるかも！と思うも

のを参考に実践してくれると幸いです。まず第一にどの教科についても言えることは、『その日（課外・

授業）にしたことは、絶対に復習をすること』です。人間は一度覚えたことでも時間の経過とともに忘

れてしまいます。何度も復習をし、積み重ねることにより脳が勝手に大事な情報だと判断して記憶に

定着していきます。私は就寝前に単語などを見て、翌朝再び確認することによって沢山覚え込むこと

ができました。また、何度も復習すると以前は理解できなかったものが突然すんなり理解できること

が多々ありました。勉強において「復習は命」です。 

※一部抜粋。教科別の勉強法は本冊をご覧ください。 

 
 



 

 

 ６月ベネッセ共テ模試講評 夏休みの学習アドバイス 

国語 本年度から新傾向の問題になり、模擬試験前は心配

していたが、偏差値の学年平均点は予想以上に高か

ったため、安心した。ただし、自分の目標とする点数

に到達している人は、現段階では少ないようだ。毎

回アドバイスで述べているが、特に古文分野にはま

だまだ伸びしろが残っている。自分の目標点に到達

するためには何をすべきかを考えて、夏休みの学習

計画を立ててほしい。 

目標 古典の強化 

【隙間時間の学習】 古文単語、古典文法、漢文句形を覚える 

【家庭学習】 解いた問題の復習（解答・解説が配布された後、熟

読できていますか？） 

【夏季補習】・問題集（重要問題集）を使用して、時間内に解く練

習をする。 

【夏季補習中のテスト】・助動詞一覧表 文系8月21日（水）  

理系7月30日（火） ・古文単語   全クラス 8月20日（火） 

数学 【数①】①知識・技能を問う問題は全国平均並み。思

考力・判断力・表現力を問う問題はどの成績層でも

全国平均を下回っている。②図形と計量、2次関数

など、図形から情報を読み取る、文章題から立式す

る問題の得点率が低い。③数と式、データの分析な

どは良好。 

公式の暗記や計算だけではなく、応用力をつけ、一問一答的な

形式ではなく、思考力を試す問題に慣れること。 

式や文章から読み取れること、グラフをかくこと、そこから考え

られることなど式と文章の翻訳ができるように練習しよう。 

【偏差値５０未満】 チャートの羅針盤１～２レベルを完璧にしよ

う。まずは、基本事項（特に公式）を完璧にしよう。 

【偏差値５０～６０】チャートの羅針盤３レベルまで完璧に。指針

で解法の手順を確認し、整理する。基本に立ち返るべし。 

【偏差値６０以上】 

チャートの完成＋入試問題にチャレンジしよう。 

志望校の過去問を分析し、より実践的な問題に取り組もう。 

【数②】①知識・技能を問う問題は全国平均を上回

る。思考力・判断力・表現力を問う問題はどの成績層

でも全国平均を下回る。②グラフや図形との融合問

題が多くなると、苦手意識がある生徒が多いと感じ

る。 

英語 【リーディング】最大の難関は「量」との勝負にある。

偏差値５０未満の人はまず、３問目までを正確に速く

解く練習を繰り返すべし。また、英文の概略を捉える

問題に課題がある。筆者のメッセージや要点を捉え

る練習をしよう。 

○夏季補習で標準レベルの長文問題集に取り組む。精読と共に

要点を読み取る練習が必要である。予・復習が勝負である。 

○基盤となるシス単・スクランブル英文法にノルマを決めて取

り組もう。シス単はまとめテストを行う。スクランブルは文法・

語法パートを完璧にしておくこと。 

○英作文は添削指導を開始する。並行して基本例文・表現をマ

スターすること。 

○リスニングはこれまで行ったテキストの復習を徹底して聞き

直す。スクリプトを理解して語彙もマスターすること。 

【リスニング】全国平均並みである。例年の伝習館３

年生と比較しても苦手とする生徒が多いことがデー

タから読み取れる。特に第１問の短文の概要把握、第

２問イラスト選択の得点率が不十分である。 

世史 ①偏差値60以上の人、現状に満足してはいけない。

君たちの力はこの程度ではない。本来なら＋5～10

はいける力がある。だから貪欲に。 

②偏差値50～60の人、腹をくくって世界史に時間

を使おう。①と同様＋10はいける力がある。自分を

信じるのみ。 

③偏差値50未満の人へ。諦めるのはまだ早い。知

識の整理ができていないだけだ。夏休みが勝負。 

①暗記を疎かにしない。知識を増やそう。うろ覚えでは1点に

もならない。とにかく腹をくくって世界史の時間をとること。

必ず毎日触れること。徹底的に覚え込め。気合い暗記の夏！ 

②整理整頓。知識の羅列にならないように紐付ける。表や流れ

図をつくる。(例)中国の儒学の流れ、イギリス歴代王朝など。 

③焦らない。焦る暇があったら暗記。不安もいらない。そんな

暇があるなら暗記。千里の道も一歩から。部屋中、家中、世界史

用語を張り巡らせば、焦りも不安も吹き飛びますよ！ 

日史 今回の成績に満足できている人は少ないのではな

いだろうか。まずは教科書の太字レベルが説明でき

るようになる、それが最低限の知識である。確かに、

共通テストになって思考力を必要とする問題も増え

てきたが知識を全く必要としない問題はひとつもな

い。小テストは毎回満点をとろう。また、日本史の勉

強に触れる時間を増やす必要がある。片手間ででき

るほど理解がしやすい科目ではない。模試の過去問

や問題集など妥協なき取り組みを望む。 

夏休みは、前近代（古代～江戸時代）を完璧にしておこう。夏休

み明けは、日本史最難関の「明治時代」に突入する。間違いなく

多くの時間を必要とする分野である。夏休み中に前近代を終わ

らしておくことは、共通テストで高得点をとるためには必要不

可欠である。 

＜夏休みの課題の徹底＞ 

⇒勉強は、問題を解くことが目的ではない。解けなかった要因

を考えること、また同じ問題が出題されたときに絶対間違わな

い復習をすることです。全力で課題に取り組もう。 

地理 昨年度は地理総合２単位の授業しか受けていないの

で、模試の問題を解くには、かなりのハードルを感じ

るはず。しかし、今からの頑張り次第では、他の進学

校の生徒たちと十分に戦える。学習した内容をその

日の内に一度は復習し、声に出して、手で書いてアウ

トプットすること。そして、既習内容と関連付けて知

識の幅を膨らまそう。 

①夏季補習では、「農業」分野に取り組む。必ず要点ノートを予

習して補習に参加しよう。 

②夏季補習期間地理でも課題（演習問題）に取り組んでもらう。

その取り組みの中で重要視されるのは、「解説から学ぶ」という

姿勢である。「解説から学ぶ」とは、同時に要点ノートや資料集・

地図帳を開くということ。しっかりと解説から学ぶことで、周り

の多くの情報と関連付ける機会とすることである。 

 



 ６月ベネッセ共テ模試講評 夏休みの学習アドバイス 

公共 

政経 

直前の授業で取り扱った内容が出題されてい

たこともあり、高得点が取れた人も多かったと

思う。しかしながら、２月模試と比較すると、大

きく下がった人もおり、安定した結果となるよ

う一喜一憂せず、日々の学習に取り組んでほし

い。 

○基礎知識の定着を前提に、様々な知識を活用しながら解く

問題が多くある。まずは基礎知識を定着させることを心がけ

よう。まずは公共分野をマスターし、政治分野に着手するよう

にしよう。 

○基礎知識の定着を前提としながらも、実戦問題にも慣れて

いく必要がある。１０日に１度は共通テスト形式の問題に本番

と同様の形で取り組み、問題の構成に慣れるようにしよう。 

化学 

基礎 

化学基礎は「物質の構成」、「物質の変化（中和

反応）」、「物質の変化（酸化還元反応）」の３つの

単元から構成されている。個々の分野の基礎的

な確認事項を確実に押さえよう。共通テストで

は、グラフを活用した思考力を要求する問題

や、中和と酸化還元を繋げた問題なども出題さ

れるので、油断せずに演習と復習をしよう。 

まず、教科書をもう一度読み直そう。そして２年生１学期から３

年生１学期までの定期考査の問題を、もう一度解こう。次に、

授業で解いた「チェック＆演習化学基礎」の問題で、間違った

問題の復習を１回以上行おう。夏休みの宿題を利用して、総合

力をつける。分からない問題を放置せずに、積極的に質問し

て、力をつけよう。 

生物 

基礎 

生物基礎は、情報量が多い中で「状況の読み取

り」「関連する知識の想起」「求められる回答の

形の把握」「回答へつなげる思考」が求められ

る。偏差値６０以上の人は、問題を読む速度を

上げる必要がある。様々な形式の問題を読み込

み、知識のつなげ方を学ぼう。偏差値５０未満

の人は、基礎知識が単純に不足している。教科

書の読み直しから始めよう。知識無しに問題は

読めない。頑張ろう！ 

○夏季補習でも引き続きビーラインをつぶしていこう。 

○今回の模試では、全体的に第２問「体内環境」の分野がウィ

ークポイントとなっている。体内環境は習得すべき知識の多い

分野。これを機に基礎をさらっておくべし。 

○偏差値６０以上の人は、模試の過去問など、共通テストレベ

ルの演習を重ねよう。問題をじっくり読み出題者の意図に気

づくかどうかがポイントである。 

・偏差値５０未満の人は、基礎知識を身に付けるところから再

スタート。ノートにもう一度まとめ直すのも効果的。焦らず

に！ 

化学 
 

今後は無機化学、そして有機化学、高分子化合

物と暗記系の単元が並ぶ。単語カード等を活用

して、確実に暗記する内容は覚えていくように

頑張ろう。理論については、かなりの生徒がよ

くできているが努力が必要な生徒も一定数い

る。 

化学は２次で必要な生徒も多いと思う。また、

理系は大学に入っても化学は履修する。理論に

関しては、完全に理解するように心がけよう。

わからないところは、必ず質問にくること。 

夏休みは、理論の以下の基礎を固めよう。 

○結晶格子  

○気体 

○溶液 

○熱化学 

○電池電気分解 

仕組みや計算方法を必ず確認しながら、各単元を押さえてほ

しい。暗記の分野は、単語カード等を作り上げ、二学期に備え

てほしい。 

物理 
 

今回の模試も全国平均は超えられていない。分

野別の正答率では、力学分野の正答率は全国

平均並み。一方、波動分野は全国平均から大き

く下がっている。3 年生に入り、力学の復習を

頑張っている結果は少しずつ出てきている。継

続しよう。８月末までには、力学・熱・波動の基

礎～標準までの復習を終了しよう。分からない

問題があるときや、今後の学習の進め方に迷っ

たときは、必ず質問にくること。 

【力学】・【波動】を中心に基礎～標準の演習に取り組もう。ビ

ーラインやリードα、２年次の学習ノート（プリント）を活用しよ

う。また、参考書を眺めるのではなく、実際に手を動かして問

題演習に取り組むこと。習得すべきものは、目先の公式やテク

ニックではなく、深い理解力です。（深い理解力が応用へとつ

ながります！）また、補習では継続して電磁気分野の学習を進

めていく。途中でわからない物理量の定義があると理論はつ

ながらない。復習を徹底しよう！ 

生物 

 

全体的に「代謝」が得意で、「植生と遷移」や「遺

伝子」の範囲が苦手なようだ。「植生」に関して

は、知識を再度定着させると点数につながりや

すい。遺伝子は言葉のつながりやメカニズムを

流れで理解する必要がある。知識問題で落とし

てしまうと、平均には届かない。偏差値５０未満

の人は、もう一度分野ごとに知識の整理（まと

めなおし）をすることを勧める。 

教科書を終えたら演習を行う。授業で新しい問題と出会い、

知識に関する復習は自分の時間を使って行うこと。 

＜復習の仕方の例＞ 

①授業の問題で分からなかった単語をピックアップ 

②その単語の使い方や意味、関連項目をまとめる 

※図説を使用する。 

③ニューグローバルや WINSTEP を使い、テスト形式 で確

認する ※①～③をそれぞれの分野で繰り返すこと。 

この夏、ハーディーワインベルク・分子時計・遺伝はマスターし

よう！ 

情報 

 

平均偏差値は 52.2。これからの学習を十分に

行うことで十分に戦っていける。夏季補習では

プログラミングを中心に演習を行う。また、後

期から情報の課外を行う予定である。補習と課

外に積極的に参加しつつ、学習に励もう！ 

まずは夏の補習にしっかり参加すること。プログラミングを中

心に演習を行う。それ以外の分野については復習あるのみ。５

教科の学習があるので、情報に使える時間は限られていると

思うが、自分の苦手分野から取り組もう。効率よく学習を進め

るためにスタディサプリの講座も有効に活用しよう！ 

 


